第１２章　商業及び貿易
商業の概況
　昭和50年における我が国の経済は、昭和48年秋のいわゆる石油危機を発端に戦後最大と言われる長期的不況を経験するに至った。
　この様な経済状勢を背景に昭和51年５月１日現在で実施された商業統計調査結果によって大阪府下の商業活動の状況を見ると、商店数が初めて20万店を突破し、21万4,357店となり、前回（昭和49年）調査に比べ1万8,066店（9.2パーセント）の増加となった。これは本調査が開始された昭和27年以降、増加数、増加率とも昭和41年調査に次ぐ第２番目の大幅な増加を示した。
　又、これら商店における従業者数は111万5,932人となり、６万179人（5.7パーセント）の増加となった。
　一方、年間の販売総額は、45兆4,113億6,300万円で前回調査に比し、５兆2,078億7,500万円（13.0パーセント）増となったが、前回の大幅な伸びの影響もあって今回は過去12回の調査における最も低い伸び率にとどまった。
　特徴としては、卸売業の商店数は小規模を中心に大幅に増加し、小売業ではスーパー商店の進出が著しく、また、飲食店では「食いだおれの大阪」にふさわしく依然大幅な増加傾向を続けている。
　なお、10年前（昭和41年）と比べると、商店数で1.4倍、従業者数で1.3倍、年間販売額では3.7倍の増加となっている。
　つぎに、全国に占める大阪府の割合は商店数で8.3パーセント、従業者数で9.8パーセント、年間販売額で15.9パーセントとなっている。
業種別構成
　業種別にみると、商店数は卸売業が３万7,220店（構成比17.4パーセント）､小売業が11万8,543店（同55.3パーセント）、飲食店が５万8,594店（同27.3パーセント）となり、小売業で全商店数の半数以上を占めているが、飲食店は依然として大幅な増加傾向をみせている。
　年間販売額では、卸売業が初めて40兆円を突破して40兆1,685億8,700万円（構成比88.5パーセント）となり、小売業が４兆5,389億4,600万円（同10.0パーセント）、飲食店が7,038億3,000万円（同1.5パーセント）となった。しかし、増加率をみると、本府に占めるウェイトの高い卸売業は景気の影響により変動が激しく、前回では70.5パーセントと急増したが、今回は10.8パーセント増にとどまった。
　産業分類別にみると、卸売業の中で総合商社（各種商品卸売業）は15店であるが、年間販売額は10兆円を超え、卸売業全体の約四分の一を占めている。しかし、販売額の伸び率は0.6パーセント増の微増にとどまり、この結果、卸売業全体の伸びが鈍化した。
小売業の中では、各種商品小売業の増勢が依然強く、前回と比べて商店数で39店（27.7パーセント）増の180店となり、年間販売額でも１兆円の大台に乗り１兆88億8,000万円となった。しかし、飲食料品小売業は商店数で５万1,763店（構成比43.7パーセント）､年間販売額でも１兆2,493億2,300万円（同27.5パーセント）となり、依然小売業界でのウェイトは最も高い。
　なお、小売業に占める百貨店（旧百貨店法に該当するもの16店）とスーパー商店（578店）は商店数は少ないが、年間販売額は１兆2,324億4,300万円（同27.2パーセント）を占め、前回調査と比べて0.6ポイントシェアが増加した。
組織・規模別構成
　経営組織別に商店の構成をみると法人商店は23.2パーセントであるが、これを業種別にみると卸売業では65.6パーセント、小売業では16.6パーセント、飲食店では9.7パーセントとなっている。小売業、飲食店は個人商店が圧倒的に多いが、各業種とも年々法人商店の割合が高くなってきている。
　従業者規模別にみると、卸売業では１人から２人が18.2パーセント、3人から4人が25.1パーセント、5人から9人が28.3パーセントでこれら10人未満が71.4パーセントを占め、前回に比べ、ウェイトが1.6ポイント増加した。小売業及び飲食店では、前回と同様に１人から２人規模のウェイトが高く10人未満の商店がそれぞれ96.5パーセント、94.7パーセントを占めており、小売業並びに飲食店の零細性を示している。
地域別構成
　地域別にみると、大阪市地域では商店数が11万6,987店（構成比54.6パーセント）と過半数を占め、従業者数も75万3,755人（同67.5パーセント）、年間販売額は39兆2,653億100万円（同86.5パーセント）で初めて90パーセントを割ったが、依然として商業活動のウェイトは高い。しかし、近時、都市周辺地域における都市化現象の進展に伴い、商業活動の外延化が一段と増幅しており、このため大阪市地域における商業ウェイトは相対的低下傾向が続いている。
貿易の概況
　府下の貿易港（大阪港、堺港、岸和田港）における昭和52年の貿易額は前年に比べ1.5パーセント増で２兆9,747億円、このうち輸出は前年に比べ6.0パーセント増で１兆7,679億円、輸入は前年に比べ4.4パーセント減で１兆2,068億円となり、貿易収支は5,610億円の輸出超となった。
　輸出に占める品目別の構成比をみると、金属及び同製品が25.9パーセント、機械機器が51.2パーセント、化学工業生産品が7.6パーセント、一方、輸入では鉱物性燃料が45.1パーセント、食料品及び動物が11.1パーセントとなっている。
